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1.レポートを⽣成する⽅法 

この記事では、Xsens RULA レポートの構造、レポートを⽣成する

⼿順、および提供されるパラメーターの説明について説明します。 

ラピッド上肢評価(⼀般的には RULA として知られている)は、上肢

筋⾻格疾患(MSD)に関連する⼈間⼯学的危険因⼦への個々の労働者

の暴露を評価するために開発されました。RULA ツールは、⾸、ト

ランク、上肢の仕事のタスク/要求の⽣体⼒学的および姿勢負荷要

件を考慮します。単⼀ページのワークシートは、必要なボディ姿勢

、⼒、繰り返しを評価するために使⽤されます(図 1 を参照)。評価

に基づいて、各ボディ領域、すなわち腕と⼿⾸、⾸とトランクのス

コアが⼊⼒されます。各領域のデータが収集され、スコアが付き合

われると、ワークシート上のテーブルがリスク要因変数するために

使⽤され、MSD リスクのレベルを表す単⼀のスコアが⽣成されま

す。Xsens RULA は元の RULA [1] に基づいており、すべてのフ

レームに沿って MVNX ファイルの評価を実⾏します。したがって

、1 つのファイルでは、ファイル内のフレームと同じ数のワークシ

ート ページが⽣成されます。Xsens の急速な上肢評価 (RULA) は
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、⼊⼒として MVNX ファイルを受け取り、対応する Xsens RULA 

レポートを⽣成するツールです。 
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ファイルのアップロード 

1 - ファイルをアップロードして歩⾏レポートを⽣成するには、「

Upload」ボタンに移動します。次に、アップロードするファイルを

選択します。mvn ファイルをアップロードできます。ファイルが

次の要件を満たしていることを確認します。 

 
 

 

• mvn ファイルをアップロードする: レポート⽣成するために

は数時間かかります。なぜならファイルは、クラウド内で

HD リプローセス再処理されています。 

o MVN ファイルは、Xsens MVN 2019.0 またはそれ以降

のバージョンを使⽤して収集する必要があります。 

o MVN ファイルには、被験者の全⾝のデータが含まれて

いる必要があります。 



 
5 

3 - アップロード後、プラットフォームの右下隅に記録の最初の処

理が⾒えることができます。 

 

 

4 - 初めて記録を開くと、レポートに存在するさまざまなパラメー

タを計算する処理が⾏われます。記録が初めて開いていない間は、

ステータス列に「Blank」と表⽰されます。 

 

 
5 - レコードを開き、レポートを⽣成するには、3つのドットシン

ボルをクリックして「Show」を選択します。 
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6 - この段階でレポートの処理は実⾏されています。処理の時間は

、記録のサイズによって異なります。 
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RULA エディタ 

初めて収録を開くと、RULAエディタが開きます。このページでは

、記録されたタスクの異なるパラメータを指定する必要があります

。これらのパラメーターは、脚および/または腕に対して定義され

ます。 

サポー

ト 

腕がサポートされている場合、または⼈が傾いている場合は、[Yes]を
選択します。腕のストレスを軽減するためのデバイスが使⽤されない場
合はNO。 

筋⾁の
使⽤ 

姿勢が主に静的な場合(つまり、保持>10 分)、またはアクションの繰り
返しが 4倍になる場合は、[YES]を選択します。それ以外の場合は[No]
を選択します。 

負荷 ⼈が保持またはサポートしている重量の範囲を選択します。 

 

1 ‒ 収録にこれらのパラメータを追加するには、「Add new 

timeframe」をクリックします。 
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2 - 編集する必要がある記録の部分を選択します。記録のその領域

に適したパラメータを選択し、完了したら「保存/追加」をクリッ

クします。適切なパラメータを選び、すべての記録を編集するため
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に必要なだけを追加していきます。 

 

3 - すべてのパラメータが記録に追加されたら、「保存して分析」

をクリックします。記録の編集プロセスは、記録が最初に開かれた

ときにのみ必要とされ、今後開く場合、レポートは⾃動的に開きま
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す。 
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レポートの結果 

RULA の結果では、ユーザー⼊⼒に従って変更された合計 RULA 

スコアで再⽣記録を確認できます。RULA 円グラフは、測定全体の

測定された RULA スコアをパーセンテージ ビューで集計します。 

 

録画の下に、録画のフレームごとの RULA スコアの合計を⽰すタ

イム ラインが表⽰されます。再⽣中のスコアをクリックすると、

「オリジナル」の RULA シートに記⼊されたすべてのステップのス

コアが得られます。RULA の結果は、右または左側からの最悪のス

コアに基づいています。 
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2.データを解釈する⽅法 

この記事では、RULA レポートに⽰されているさまざまなパラメー

ターについて説明します。 
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レポートの分析 

RULA スコアは、腕と⼿⾸とトランクのスコア、⾸と脚のスコアの

2 つの異なるスコアで構成されています。テーブル A は、上腕と⼿

⾸の姿勢合計スコアを提供します。上腕の位置、下腕の位置と⼿⾸

の位置纏めて計算されます。 
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トランク、⾸、脚のスコアはテーブル Bに表⽰されます。 

 

最後に、両⽅のスコア合わせての合計スコアが得られ、表 Cに記載

されています。 
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2 - エクスポート pdfのプレビューを⽰すウィンドウが表⽰されま

す。コンピュータにダウンロードするには、「Download Report 

for frame XXX」をクリックします 
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レポートのエクスポート 

特定のフレームの RULA レポートを PDF 形式にエクスポートす

ることが可能です。 

1 - まずレポートをエクスポートするフレームを選択し、[Export] 

をクリックします。 

 

 
 

＊XsensMVNの最新ソフトウェアダウンロード、チュートリアル動画、FAQ

は下記リンクの弊社ホームページのサポートページからご確認ください。 
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http://zeroc7.jp/support/ ご質問などございましたら、弊社サポートまでご

連絡ください。 

Email: support@0c7.co.jp 
Tel: 03-4360-8261 
 
 


